
論 説

アッバース朝期の
セクシュアリティと同性間性愛
ジャーヒズ著 『ジャーリヤと
グラームの美点の書』 の分析を通じて

辻 大 地

Ⅰ. は じ め に

前近代において同性間性愛と異性間性愛が並列して存在する社会

が珍しくなかったことは, 古代ギリシアや前近代日本を例に出すま

でもなく衆目の一致するところである(１)｡ 中世イスラーム世界で

も同様に, 男性同士での性愛関係がごく一般的なセクシュアリティ

のあり方として存在していたことを窺わせる史料上の記述は少なく

ない｡

ところが, 実際にこうした前近代イスラーム世界での同性間性愛

の実情を, 当時のセクシュアリティの構造の中に位置付けて明らか

にした研究は少ないように見受けられる｡ 前近代のイスラーム世界

のセクシュアリティ, とりわけ男性同士での性愛関係についてはバー

トンの小論 [ ] に始まり, 大きな関心が払われてきた｡

しかし従来の研究は, そうした同性間での性愛・恋愛関係を, 近代

以降の概念である ｢同性愛 ｣ と同義のものとして捉

える傾向にあり, その評価についてもイスラームでハラーム (禁忌)

であるという点を強調してきた｡ 例えば 『イスラーム百科事典 新

版』 においても, 現在 ｢同性愛 ｣ と訳される

の項目について見てみると, 様々な時代・地域のイスラーム圏に存

在した多様な同性間性愛文化を一括して ｢イスラームの同性愛｣ と

して扱っている｡ そして, それをイスラーム法による禁止にもかか
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わらず広範に広まった ｢堕落｣ であり ｢堪え難く卑猥な言葉によっ

て｣ 賞賛された ｢恥知らず｣ な行為であったと表す [

]｡ すなわち従来の研究では, 通時的・通地域的な ｢イスラー

ムの同性愛｣ といった概念を想定した上で, 男性間での性愛関係に

ついて, それがハラームであることとの整合を付けようとする形で

説明するものが主流だったのである(２)｡

一方で近年, 上記のような中世イスラーム世界のセクシュアリティ

の捉え方は, 同性間性愛に関する研究を通じて解消されてきてもい

る｡ 例えば, エル＝ルアイヘブは 世紀から西洋的な価値観の流入

が始まる 世紀までのオスマン朝下アラブを扱い, 能動性と受動性・

情熱的愛の伝統と審美意識・法学的見解という三つの観点から, こ

の時代・地域の同性間性愛が近代的 ｢同性愛｣ とは異なるというこ

とを論証した [ ]｡ 実際, 男性間での性愛関係を,

過度にハラームであることを意識して無理やり整合を付ける形で理

解するのではなく, 当時のセクシュアリティにおける一つのあり方

として捉える傾向は一般的なものになりつつある(３)｡

しかしながら, こうした本質主義的理解から構築主義的理解への

移行とも言える研究の変遷を受けてなされた研究は, オスマン朝期

以降を扱ったものを除くとそれほど多くは見られない(４)｡ 例えば,

アッバース朝に関しては, 文学作品や年代記, 法学書, 医学書など

様々な史料の中に男性間での性愛・恋愛関係に関する記述が断片的

には現れており(５), 当時同性間性愛を前提としたセクシュアリティ

のあり方がある程度当然のものであったことは明らかにされている

[清水 ]｡ しかし, まとまった記述を含む史

料が少ないことを主因として, 当時のセクシュアリティの構造の中

で同性間性愛文化を捉えるといった歴史学的研究は少なく, そのた

めアッバース朝期のセクシュアリティの構造的なあり方や人々のセ

クシュアリティ観は未だ詳らかでない(６)｡

そこで本稿では, アッバース朝期の著名な文人ジャーヒズ

( ) による 『ジャーリヤとグラームの美点の書

』 (以下 と略記) を扱い, 特に男
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性間での性愛関係についての分析を通じて, 当該社会におけるセク

シュアリティのあり方と, それに対する人々の共通した認識・観念

を見出すことを目的とする｡ この史料は次章で詳述するように, 当

時のセクシュアリティに纏わる事柄を主題としたものであり, 同時

代の史料として無二のものと言える｡

こうした視点からの, アッバース朝期のセクシュアリティについ

ての考察, 特に当時ごく一般的なあり方として存在していた男性間

の性愛関係をいわば構築主義的に捉えることは, アッバース朝社会

の一端を理解することであると同時に, この時代のセクシュアリティ

が近代以降のセクシュアリティとは違った観念の下で成立していた

ことを示すものである｡ これは, 構築主義的な研究の言う, 前近代

的同性間性愛と近代的 ｢同性愛｣ との ｢分断｣ を確認する試みとも

言えよう｡

Ⅱ. ジャーヒズの著作と
『ジャーリヤとグラームの美点の書』

ジャーヒズはアッバース朝期の著名な文人であり, 彼の著作を用

いた様々な研究がなされてきた｡ その大半はジャーヒズ自身を対象

として, 彼をアラビア語散文の祖として評価する文学研究である｡

特に, ジャーヒズの著作とシュウービーヤ運動との関連を強調する

ものが目立つ [ ] が, 最近では濱田聖子の 『けちんぼど

も 』 を扱った一連の研究 [濱田 ] のように, あえ

てシュウービーヤ運動とは異なる視点からジャーヒズの著作を解釈

する研究もある｡

一方で, ジャーヒズの著作は歴史研究における史料としても用い

られてきた｡ 例えば佐藤次高はジャーヒズの 『トルコ人の美徳

』 を紹介しつつ, アッバース朝のトルコ人マムルー

クの導入当時の様子について記している [佐藤 ]｡ また, 本稿

で用いる を使ったものとしては, グラームのアッバース朝

社会での位置付けを論じる中で, グラームが ｢イエ｣ において時に

は主人の愛と性の対象でもあったことを示した清水和裕の研究 [清
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水 ] や, に登場する去勢者の記述に着目し, アッ

バース朝期の ｢ハーディム｣ という語が去勢者の意味で用いられて

いたと主張したアヤロンの論考 [ ] がある｡

本稿ではこうした歴史研究に倣いつつも, 史料を通読した上でそ

の内容を文脈に即して言説的に分析するという方法をとる｡ こうし

た手法は従来の を用いた歴史研究ではあまり用いられてお

らず, むしろ文学研究で多く行われてきた｡ は史料の乏しい

当時代において, セクシュアリティについて広く記したほぼ唯一の

作品と言え, この史料を言説的に分析することによって, 史料の不

足という従来の問題点の一端が補われる｡ また当該書は ｢森羅万象

に亘る知識への関心｣ と ｢真面目と冗談｣ の技法(７)という, ジャー

ヒズのムナーザラ 作品(８)に通底する特徴を踏襲した作品

である [岡 ]｡ すなわち, は性的な話題であっても隠

すことなく様々な知識を網羅的に読者に提示することを目的として

おり(９), その点においても本稿で扱う史料として適したものであ

ると言える｡

で中心となるのは, ジャーリヤ支持者対グラーム支持者の

議論と, その後に付される逸話群である｡ まずジャーリヤ支持者と

グラーム支持者とが互いに, 性的対象としてジャーリヤとグラーム

とではどちらが優れているかについて, 交互に 回のやり取りを行

う(10)｡ この議論では, ジャーリヤとグラームにとどまらず, 去勢

者や老人の性に纏わる事柄にまで話題が及ぶ｡ また両者の発言はほ

とんどがクルアーンやハディース, 逸話, 詩の引用によって構成さ

れる｡ そして, この議論が終わると読者をより楽しませるためにと

の理由から [ ], 様々なセクシュアリティに纏わる逸話

が雑多に 個並べられる｡

の展開における特徴として, 登場人物を幾つかの人物類型

に分けて, 各々の行動を提示するという点がある｡ このような人物

類型を主題とした作品はジャーヒズの得意としたところであり, 上

で挙げた 『けちんぼども』 や 『トルコ人の美徳』 もそれぞれ, 吝嗇

漢・トルコ人という人物類型に着目したものである｡ で登場
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する人物はほとんどが個人名ではなく ｢グラーム｣ や ｢ある男｣

｢ある去勢者｣ などと, その類型を代表する人物として描かれる｡

また, 逸話の中で個人名が示される場合でも, 自明な者以外はその

人物がどのような類型に当たる者なのかが示される｡

ここで先に に登場する主な人物類型を挙げておきたい｡

まず重要なものとして, この作品のタイトルにもなっている ｢ジャー

リヤ ( )｣ と ｢グラーム ( )｣ がある｡ そし

て, その両者をそれぞれ性的な嗜好とする ｢姦通者 ( )｣

と ｢ルーティー ( )｣, すなわち ｢ジャーリヤ支持者｣ と ｢グ

ラーム支持者｣ も において重要と言える(11)｡ この他に現れ

る人物類型としては ｢去勢者 ( ) ( )｣

｢老女 ( )｣ ｢ムハンナス ｣ といったものがあ

る｡

次章ではまず, ジャーヒズの用いた人物類型のうち ｢ジャーリヤ｣

｢グラーム｣ ｢去勢者｣ という類型を中心に, 姦通者・ルーティーを

含む ｢成人男性｣ という類型にも着目して, 各々の類型がセクシュ

アリティの中でどのように捉えられていたのか考察したい｡

Ⅲ. における人物類型とその区分

１. ジャーリヤ

まずは での主な議論の対象となっているジャーリヤにつ

いて, 作品中でどのように描かれているのかを見てみたい｡ この際,

におけるジャーリヤという語は, 多様な表現に言い換えられ

得ることに留意する必要がある｡ 例えば, ｢女性 と性交する

こと｣ と ｢ジャーリヤと性交すること｣ が同一のものとして書かれ

ている事例 [ ] や ｢クライシュ族の高貴な女性 ｣

を指して ｢ジャーリヤ｣ と表記する事例 [ ] がある｡ ま

た一つの逸話中で, ｢ジャーリヤ｣ が ｢女奴隷｣ や ｢姦通女｣ と表

記される以下のような事例もある｡

イラク総督が歌手の女奴隷 を大金で購入した｡ […] 彼

[イラク総督] は ｢おいグラームよ｡ この姦通女 の手を
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取り, 彼女を物語師のアブー・アル＝ハズラ に

引き渡してしまえ｣ と言った｡ […] 彼 [イラク総督] は ｢あな

た [アブー・アル＝ハズラ] は, [私が送った] そのジャーリヤを

どのように思うか？｣ と尋ねた [ ]

当時ジャーリヤという語は女奴隷の意味で用いられることが多い

が(12), 上記のような事例を見ると での ｢ジャーリヤ｣ はよ

り広く, 身体的な性が ｢女性｣ である者全般を指していることがわ

かる(13)｡

ここで興味深い点として, 身体的な性が女性でありながら, ジャー

リヤと呼ばれない人物の類型は, 一般的な性別を表す以外の意味を

持たない ｢女性｣ という語(14)を除くと, ｢老女 ( )｣ とい

う類型のみであった｡ 老女が登場する事例は, いずれも美しかった

若かりし頃を回想する老女を描いた二つの逸話であり [

], 特に一つはジャーリヤでない女性の一事例という文脈

で老女が取り上げられる｡

それでは, におけるジャーリヤはどのような者として評価

されるのだろうか｡ まず, 多く描かれる記述はジャーリヤの外見に

関する美点についてである｡ 具体的には顔の美しさ [

] や尻の肉付きがよいこと [ ], しなやかな体つ

き [ ] などが言及される｡ また年齢の若さが美

点とされる箇所も多い [ ]｡ さらに注目す

べき点として, ｢グラームらしさ｣ がジャーリヤの美点として挙げ

られている [ ] 一方で, ジャーリヤが ｢男らしい

こと｣ は欠点としてみなされていた [ ]｡ 外見的な

特徴以外では, 身体的な性と直接関係する美点が挙げられる｡ 例え

ば, 女性器(15)のよさについての記述 [ ] や, 性交

が出産に結びつく点を美点とする記述 [ ] があった｡

２. グラーム

ジャーリヤと対する者としてグラームがある｡ グラームについて

も上記のジャーリヤに関する場合と同様に, ｢若者｣ や ｢奴隷｣ な
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ど多様な表現に言い換えられ得る(16)｡ しかし, ジャーリヤの場合

とは異なり, 身体的性が男性である者の中でも一般的に成人男性と

してみなされない者のみがグラームと言い換えられる点は注目すべ

きであろう｡

で成人男性は, 基本的には単に ｢男 ( )｣ として表

される｡ また, 姦通者やルーティーという語も, 一般的に成人男性

に対して用いられる語である｡ 中でも ｢ルーティーの男 ｣

などの表現があり [ ], これらの語が成人男性に対

して用いられていることは明らかである｡ しかし実際, 成人男性と

成人男性とみなされない者との区分は曖昧でもある｡ 例えば ｢若男

｣という語はグラームに対して用いられることもあれば [

], 成人男性の区分に当てはまる者に用いられる場面もある

[ ]｡ 一方で同じく, 若い男性の意味を示しつつも, より

年齢層が下の者に用いられる ｢若者 ( )｣ ｢髭のない若者

( )｣ という語に関しては, グラームに当てはまる場面で

しか用いられることはない｡ これらから, 正確な区分は元より難し

くあるが, 髭が生える時期を一定の指標とした年齢が, 成人男性と

非成人男性とを区分する一要素であったと推察できる｡

グラームの外見的な美点は, ジャーリヤと非常に類似している｡

グラームについても, 顔の美しさ [ ], 尻の肉付き

のよさ [ ], しなやかな体つき [ ] について,

ジャーリヤに対してなされたのと似た表現で評価される｡ また, 若

さが美点として扱われる点も共通する [ ]｡ グ

ラームにのみ言及される外見的な美点としては, 髭がないことがあっ

た [ ]｡ これは ｢グラームについては, 彼らの美しさ

とその両頬の純粋さが保たれるのは, 大抵 年間ほどである｡ 髭が

生え, 髭のない若者 の段階を過ぎるまでなのだ｣ [ ]

という記述からもわかるように, グラームの若さを示す美点と理解

できるが, ジャーリヤとの類似を示す美点と考えることもできる｡

一方, グラームの美点の中で, 身体的性と直接関わる特徴につい

てはジャーリヤの場合と評価が分かれた｡ その最たるものが, 月経
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や出産の話題である｡ グラーム支持者は, グラームは月経や子を孕

むという面倒ごとがないため性的対象としてジャーリヤに勝ってい

ると主張する [ ]｡ これは, ジャーリヤ支持者が出

産を好意的に捉えていたのとは異なる｡ またジャーリヤには女性器

のよさについての言及があったのに対し, グラームの男性器のよさ

についての言及はない｡ ジャーリヤにおける女性器のよさと対応す

るものとして, グラームにおいて挙げられるのは肛門 の

よさであった [ ]｡ ジャーリヤの女性器とグラーム

の肛門との対応関係は以下の, 男性器が女性器との性交ではなく,

肛門との性交に適した形になっているというルーティーの主張から

も明らかである｡

[ルーティーが言うには,] 男性器 の本質は肛門 [での性

交] のためにある｡ [この証拠として] 円のために円になってい

るのである(17)｡ もしも, それ [男性器] が女性器 [での性

交] のためにあるならば, 戦斧 の形になっていなけれ

ばならない [ ]

上記のことからは, ジャーリヤとグラームが同次元で捉えられ,

比較されていたということが言える｡ 外見の面でグラームの美点と

ジャーリヤの美点とが類似していることは, 評価の対象となる美点

が一致していることを示す｡ その一方で, 両者の身体的性に基づく

特徴においては, 出産・月経が好意的に捉えられるか否定的に捉え

られるかという相違, そして, ジャーリヤにおいて美点とされる女

性器と対応するものが, グラームの場合は男性器ではなく肛門であ

るという相違があった｡ しかし, これらの相違は両者とも, 妊娠・

性交における受動性という特徴において共通しているとみなすこと

ができる｡ これは, 成人男性の美点についての記述と比較するとよ

り顕著である｡

中で成人男性の美点が, ジャーリヤ・グラームの美点と

共通するのは, 顔の美しさ [ ] と年齢の若さ [

] のみである｡ それ以外の美点は全て成人男性に特有のもので,

高貴なこと [ ] や裕福なこと [ ],
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髭があること [ ], 男性器が大きいこと [ ]

などであった｡ 特に髭があるという美点に関しては, 髭がないこと

が美点であったグラームや髭がないことが当然であったジャーリヤ

とは相対する評価である｡ また, 高貴なこと・裕福なこと・男性器

が大きいことという美点は全て, 女性が婚姻や性交の相手を評価す

る文脈の中で現れている点も興味深い｡

以上のようにジャーリヤやグラームの美点と成人男性の美点とで

は, そもそもの評価基準が大きく異なっていた｡ その相違とは, 女

性器や肛門のよさと男性器のよさとの違い, あるいは, 出産させら

れる (できない) 側と出産させる側との違い, といったように身体

的性に関する特徴に特に表れている｡ これらはすなわち, 性交や婚

姻における受動の側に対してなされる評価基準と能動の側に対して

なされる評価基準との違いと言えよう｡ ここからは, ジャーリヤや

グラームという両者ともに ｢成人男性ではない｣ という意味におい

ての ｢非・成人男性｣ と, ｢成人男性｣ との緩やかな二項対立的区

分に基づいた理解が可能である｡ 加えて言うと, 上で述べたように

｢グラームらしさ｣ がジャーリヤの美点であった一方で, ｢男らしい

こと｣ が欠点であるという評価は, ジャーリヤとグラームとの類似

性を表す一方でジャーリヤと成人男性との相反性を表しており,

｢非・成人男性｣ として捉えられる人物類型と成人男性として捉え

られる人物類型の区分を窺わせる｡

３. 去勢者

以上の ｢非・成人男性｣ ／成人男性という区分を踏まえると, 他

の類型の人物はどちらの区分として捉えられていたのだろうか｡ 本

節では, ジャーリヤでもグラームでもない類型である去勢者(18)を

取り上げて検討してみたい｡ には ｢ハスィー ( )｣

や ｢ハーディム ( )｣ と表される, 去勢者という人

物類型が存在する(19)｡ ｢ハスィーは男性器 を切られる｣

[ ] 者だという記述や, ハーディムが女奴隷の管理とい

う去勢者に特有の職務を命じられている [ ] 点から,
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でも基本的にこれらの語は去勢者 (宦官) を指すと考えられ

る｡

まず, において去勢者がどのような者として捉えられてい

るのかが明確に現れている記述として, ハスィーとは ｢①男

ではないが, 女 でもない者である｡ その [ハスィーの] 性質

とは, ②女性 の性質と若者 の性質との間にあるのだ｣

[ ] という一文がある｡ この文は, 二つのことを意味す

る｡ まず, 点線部①については, ハスィーは去勢されており, 男性

器がないという意味で身体的な性別としては男性でも女性でもない

と捉えられていたと理解できる｡ ここで注意しておきたいのが, 身

体的な性別としての男性・女性を示す と という語を使っ

ている点である｡ すなわちここでの ｢男でも女でもない｣ というの

は身体的な性差としての男女を指しているということ, さらには,

去勢者が成人男性 でないとされていることもわかる｡ 次に,

点線部②の記述では, 去勢者が女性 や若者 の性質を

併せ持った者として扱われており, 成人男性よりもジャーリヤやグ

ラームに近い者として捉えられていることが窺える｡ 上で述べたよ

うに, ｢若者 ｣ という語は成人男性を指す際には用いられず,

グラームを指す際に用いられる語であった｡ 同じく去勢者が

と の性質を併せ持った者だという評価は ｢ハスィーはすぐ

に悲しみや怒りを感じる｡ それは や の特徴でもある｣

[ ] との記述からも確認でき, やはり去勢者が成人男性

ではなく ｢非・成人男性｣ の区分に当てはまるものとして認識され

ていたことがわかる｡

また, 去勢者が成人男性よりもジャーリヤやグラームに近い者と

して捉えられていることは, 去勢者の美点についての記述からもわ

かる｡ での去勢者の美点についての記述はジャーリヤやグラー

ムの美点とほぼ共通しており, 顔が美しいこと [ ] やし

なやかな体つき [ ] などがジャーリヤやグラームへ

の評価と同様の表現で記されている｡ また, グラームと同様に髭が

ないことが美点として捉えられていることからは, 髭があることが
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美点であった成人男性よりも, ジャーリヤやグラームと近い者とし

てみなされていたことが窺える｡

以上のように での去勢者についての記述からは, 少なく

ともセクシュアリティの場では, 去勢者は明確にジャーリヤやグラー

ムといった ｢非・成人男性｣ の区分に当てはまる者であるとみなさ

れていた｡

Ⅳ. での人物類型の区分と
セクシュアリティにおける役割

本章では, 前章で示したジャーリヤ・グラーム・去勢者といった

｢非・成人男性｣ と成人男性との区分が, それぞれセクシュアリティ

においてどのような役割を持っていたのかについて考えてみたい｡

その際, での人物類型の中から, 特にルーティーとムハンナ

スという対をなす二つの類型に着目した分析を行う｡

１. 性行為における能動性と受動性：ルーティーとムハンナス

前述のように, にはルーティーとムハンナスという人物類

型が登場する｡ 一般的にルーティーとは同性間性愛・恋愛関係にお

いて能動の側の成人男性を指すのに用いられる語である [

]｡ すなわち, 男性との性交における

｢挿入する側｣ がルーティーと呼ばれ, 先に述べたように で

はグラーム支持者とほぼ同義と言える｡ 一方, ムハンナスはそれと

対をなす語である｡ 字義通りには ｢女々しい｣ ｢柔弱な｣ という意

味で, 女装して歌手や楽器演奏家などを勤める職業階層を指すこと

もあったが, セクシュアリティの文脈においては同性間性愛におけ

る受動の側の成人男性に対して用いられる [

堀内 ]｡ もちろん, 同性間性愛がハラーム

であるイスラーム(20)においては, 両者とも処罰の対象となり得る

存在である｡

においてルーティーという存在は, ジャーリヤ支持者によ

るグラーム支持者非難の中で, クルアーンやハディースによって否
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定された者として言及されることが多い｡ 例えばジャーリヤ支持者

は, クルアーンの記述をはじめアリーやアブー・バクル, ヒシャー

ム (21)など高名な人物がルーティーに否定的であったという

逸話を持ち出して,ルーティーは罰せられるべきだと述べる [

]｡ こうしたジャーリヤ支持者の主張に対して, グラーム支持者

たちも ｢あなた [ジャーリヤ支持者] の我々 [グラーム支持者] に対す

る, クルアーンや諸伝承や法学者たちに拠った議論については, 我々

もあなたが読んだものと同じものを読み, あなたが聞いたものと同

じものを聞いた｣ [ ] と述べ, ルーティーが法的には非

難されるべき者であるということについて同意している｡ しかしこ

の後にグラーム支持者は, それでもなお現世での楽しみを追求する

のならば,グラーム愛好はジャーリヤ愛好に勝ると主張する [

]｡

一方ムハンナスは, においては性的な欲望のために男性

性を捨てて女性に近い性質になった者として認識されている｡ 例え

ば の逸話の一つに, 女性がムハンナスに対して非難の意を

込めて ｢あなた [ムハンナス] は, その [性交の] 願望のために男性

としての性質から女性 としての性質へと移り, ついには

あなたの髭を剃りさえした｣ [ ] と言うものがある｡ こ

の記述からは, ムハンナスは性的な快楽のために女性的な性質にな

ることを求めた者だと認識されており, またそのことが否定的に捉

えられていることがわかる｡

また, 上の記述では髭の喪失が男性性から女性性への変移を示し

ていると認識されていることが窺える｡ 別の逸話では ｢[イスハーク・

マウスィリー (22)が] 若くてとても顔の美しいムハンナ

スを目にした時, 彼 [ムハンナス] は髭を剃っており, そのことは

彼の顔を醜くしていた｣ [ ] とある｡ その後, イスハー

クはそのムハンナスに対して, 髭こそが男を美しくするのに, なぜ

あなたは髭を剃っているのかと問いかけるも, ムハンナスはこれに

反論し髭を生やそうとしない｡ この逸話からは, 上で確認したよう

に成人男性は一般的に髭を生やしていることが美点であるというこ
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とが確認できる一方で, ムハンナスは髭を生やすことを美点と考え

ていないということがわかる｡ さらに, ｢グラームとは時に, かつ

ては髭に覆われていたのにもかかわらず, 男性たち の欲望を

掻き立てるために自らの髭を抜きさえする, 恥知らずな者｣ である

[ ] というジャーリヤ支持者からの非難も併せて考える

と, ムハンナスは周囲からは成人男性としてみなされていながら,

本人の意思により成人男性と見られてることを拒む者として捉えら

れており, またそのことが ｢恥知らず｣ なこととして認識されてい

たということが理解できる｡

ここで確認しておきたいのが, 先に挙げたグラームの美点の一つ

が, 髭が生えていないことであったということである｡ 男性に髭が

生えることとはグラームから成人男性になるということであり, こ

れは ｢非・成人男性｣ の区分から ｢成人男性｣ の区分へと捉え直さ

れるということを示していると考えられる｡ すなわち, 髭は成人男

性であることの証であり, 逆に髭がないということが ｢非・成人男

性｣ の視覚的な印であったのである｡ そこでムハンナスは性的な対

象として見られるためにこそ, ｢非・成人男性｣ に共通する髭がな

いという美点を求めたのであり, これは成人男性が性交における能

動の側であったのに対して ｢非・成人男性｣ が受動の側にあったと

いうことを示すものであると言えよう｡

２. 人物類型に基づく区分とセクシュアリティにおける役割

での性行為の描写について見ると, 性行為の際の能動・受

動の役割が明確に決まっていたことが窺える記述が多くある｡ この

役割分担は, 守られない場合には罰則を受けることもあるほどに強

固なものとして認識されていた｡ 例えば以下の事例がある｡

メディナに ｢緑のサッラーマ ｣ と呼ばれ

る(23)恥知らずの女 がいた｡ 彼女はムハンナスとともに

捕まった｡ 彼を張型 で犯していた のである｡

そこで彼女は総督のところに連れていかれた｡ 彼 [総督] は彼

女を叩いて痛みを与え, また彼女をラクダに乗せて引き回しの
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刑に処した｡ 彼女を知っているある男 が彼女を見かけて,

｢ああ, サッラーマよ｡ これは何としたことだ？｣ と尋ねた｡

そこで彼女は答えた｡ ｢神にかけて, 黙りなさい｡ この世で最

も不当なものは男性である｡ あなたたちは皆, いつだって我々

[女性] を犯す｡ もし万一, 我々 [女性] があなたたち [男性]

を犯すということになった時には, あなたたちは我々を殺すこ

とだろう｣ [ ]

この逸話では, サッラーマが能動の側としてムハンナスを犯す形で

の性交をしており, そのために両者ともが捕らえられている｡ また

その後のサッラーマの発言を見ると, 彼女は男性に対し敵意を見せ,

成人男性である知り合いの男 に対して, 女性がいつも性交の

際に受動の側であり, さらに能動と受動が逆転した際には, 男性は

女性を殺しさえすると不満を言う｡ これらのことから, セクシュア

リティにおいては男性が能動の側に立ち, 女性には受動性が求めら

れることが一般的であったということが窺える｡

また, 去勢者やムハンナスについても, セクシュアリティにおい

て役割が定まっていたことを示す記述がある｡ 例えば, 去勢者につ

いては次の逸話がある｡

ある君主が去勢者を伴って妻の元に行くと, 彼女は彼 [去勢者]

から身を隠した｡ 君主が妻に ｢彼は女性 の場所にいる

[ことが可能な] 者なのにお前は彼から隠れるのか｣ と言うと,

彼女は次のように応じた｡ ｢それ [去勢] によって, アッラー

が禁じていること (近親者以外の男性がむやみに女性の前に姿を現

すこと) が彼には許されるようになるとお考えか？｣ [

]

この伝承からは, 男性の側から見た去勢者は性的に受動か, 少なく

とも能動ではない者とみなされており, そのために自らの妻と会っ

ても構わない存在だと考えられていたことがわかる｡

また, 去勢者に関しては以下の記述もある｡

彼 [去勢者] が得るものは, 悲しみや後悔である｡ 女性に恋焦

がれつつも婚姻を逃した時, 彼らは互いに (去勢者同士の内で)
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憎しみあっている者たちよりも, 去勢されていない男性たち

に強い憎しみを向ける [ ]

この記述からは去勢者が, 婚姻 (能動の立場からの性交) の不能のた

めに, 成人男性とは異なる者, さらには相対する者としてさえ認識

されていることがわかる｡

ムハンナスについても, ジャーリヤ支持者が有名なハディースを

引用している｡ この中でムハンマドは, 彼の妻であるウンム・サラ

マ ( ) とムハンナスとが会話することを許し

ているが, その会話中でムハンナスが女性の体の特徴を詳しく話し

ているのを聞くと, ムハンマドは ｢お前が女性の体について知って

いるとは思わなかった｣ と言ってそのムハンナスをマディーナから

追放する [ ]｡ このハディースはムハンマドがムハン

ナスを, 性的に受動であるので女性に手を出すことはないと考えた

ために妻に近づくことを許していたということを示すものであると

考えられる｡ 実際, ムハンナスが女性の体について詳しい風である

ことを知ると, 彼は街から追放される｡ これらのことから去勢者も

ムハンナスも, ともにセクシュアリティにおいて受動の側にあたる

ものと認識されており, そのため成人男性として捉えられていなかっ

たと理解できる｡

以上より, セクシュアリティにおいては能動と受動の役割が重要

視されており, 能動の側の役割は成人男性が, 受動の側の役割は

｢非・成人男性｣ とみなされる者がそれぞれ担うということが当然

の前提として認識されていたということが窺えよう｡

Ⅴ. おわりに

以上, 本稿では の検討を通じて, アッバース朝期のセク

シュアリティの場において人々が共通して持っていたと思われる意

識について見てきた｡ 当時のセクシュアリティの場で重要な点の一

つとして, 女性やグラーム, そして去勢者やムハンナスといった人

物類型と, それに対して成人男性という人物類型との区別が見られ

た｡ これは成人男性と ｢非・成人男性｣ という区分で捉えられる｡
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また, こうした成人男性と ｢非・成人男性｣ との区分はそのまま,

セクシュアリティにおける能動と受動の関係となっていた｡ 少なく

とも 中のセクシュアリティの場において, この役割分担は

入れ替わることはなく, 当然の前提であったように見受けられる｡

先に見たように, ｢非・成人男性｣ である女性が性交の際に能動の

側に立つといった役割分担の ｢逸脱｣ が起こった時には, その女性

は罰せられるほど, この役割分担は明確で厳重なものだったのであ

る｡

におけるセクシュアリティの場で重要なのは能動と受動と

の明確な役割の分担であり, それを各々担う区分の存在であったと

言えよう｡ そしてその区分とは, 男／女という身体的な性に基づく

区分ではなく, 成人男性／ ｢非・成人男性｣ という区分であった｡

しかし, この区分は身体的な成長によって ｢非・成人男性｣ として

の捉えられ方から成人男性としての捉えられ方に移行するグラーム

の存在や, 成人男性ではなく ｢非・成人男性｣ として捉えられるこ

とを意図的に試みるムハンナスの存在によって, 一種の揺らぎを含

むものでもあった｡

ハラームであることは理解されていたにもかかわらず, 同性間性

愛文化が成り立ち得た理由として, こうした成人男性／ ｢非・成人

男性｣ の区分というセクシュアリティに対する観念の存在がその一

つにあったことは間違いないだろう｡ こうした観念を無視し, 二元

的な身体的性のあり方を前提とした ｢同性愛｣ という概念を用いて

この文化を理解することは無意味である｡ むしろ今後, 成人男性／

｢非・成人男性｣ という区分に基づく同性間性愛文化の社会文化的

意味・位置づけを理解するにあたって重要なのは, 前近代における

他社会が持つセクシュアリティの構造との比較分析であろう｡ 例え

ば, 古代ギリシアや前近代日本に見られる, 同性間性愛を当然のも

のとして含みこんだセクシュアリティの構造との比較分析は, 多く

の共通点・相違点(24)を通じて, 本稿で得られたセクシュアリティ

の場における基礎的な構造を相対化し, アッバース朝社会に位置づ

けるために有効な手段だと言える｡
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また本稿ではジャーヒズの著作に対する言説的な分析から当時の

セクシュアリティの観念を探ることを試みたが, ここで得られた結

論はあくまで の記述のみに着目したものである｡ そこで目

下の課題としては, アッバース朝期の史料に見られる種々の断片的

な記述が, 本稿で示した図式に則っていることを確認しなければな

らない｡ 例えばジャーヒズは他の著作において, 男性間での性愛に

対して法学的・倫理的な見解に則った否定的な見解を示してもいる

[ ]｡ こうした同一著者による著作の中で

の意見の揺れは, 著作の性質の違いによって宗教的・法的大義名分

と現実の生活との間での相違を表していると考えられる｡ そこで今

後は, 本稿で得られた基礎的な構造が, 他の史料上の記述にも当て

はまり得るものなのか検証していきたい｡

参考文献

史料

( )

( ) ( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( ) ( )

( ) ( )
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( )

( )

( )
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( )

井谷鋼造 ｢中世イランの愛と性｣ 追手門学院大学東洋文化研究会編

『エロスの文化史』 勁草書房

氏家幹人 『武士道とエロス』 講談社

岡 桂二 ｢アラブ文学における論争ジャンル：｢マカーマート｣ の周縁｣

『四天王寺大学紀要』

岡 桂二 ｢アダブ考：アラブ文化におけるアンソロジーの思想｣ 『四天

王寺大学紀要』

カイ・カーウース (黒柳恒男訳) ｢カーブースの書｣ 『ペルシア逸話集』

平凡社,

佐藤次高 『マムルーク：異教の世界からきたイスラムの支配者たち』

東京大学出版会

清水和裕 『軍事奴隷・官僚・民衆：アッバース朝解体期のイラク社会』

山川出版社

ドーヴァー, ケネス・Ｊ. (中務哲郎・下田立行訳) 『古代ギリシアの

同性愛』 リブロポート

波戸愛美 ｢ 世紀アラブ中東社会における奴隷の用語法｣ 『アジア

地域文化研究』

濱田聖子 ｢けちん坊たちの策略：ジャーヒズ著 『けちんぼども』 に即

して｣ 『比較文学研究』

林佳世子 『オスマン帝国 年の平和』 (興亡の世界史 ) 講談社

堀内勝 ｢イスラーム初期歌謡文化について｣ 『貿易風：中部大学国際関

係学部論集』

堀内勝 『ラクダの跡：アラブ基層文化を求めて』 第三書館

前嶋信次訳 ｢美男と美女との優越についてある女流学者が論争した話｣

『アラビアン・ナイト』 平凡社
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リュープ, ゲイリー・Ｐ. (藤田真利子訳) 『男色の日本史：なぜ世界

有数の同性愛文化が栄えたのか』 作品社

註

(１) 日本のものに関しては [氏家 リュープ ] などを, 古代ギリ

シアのものに関しては [ドーヴァー ] などを参照｡

(２) こうした研究の代表例としては [ ] や [ ]

が挙げられる｡ これらは, 前者は詩に, 後者は論争文学作品にそれぞれ

着目して, その中の ｢同性愛｣ に関する表現が単なる文学的修辞表現や

社会に対する風刺・冗談に過ぎず, 当時の同性間性愛の存在を示すもの

ではないと主張する｡ しかしこれらの研究は, ハラームであるはずの同

性間性愛が文学作品に現れるという ｢矛盾｣ を無理に整合を付けようと

したものであり, 林の言う ｢苦しい説明｣ (註 (３) 参照) の一例と捉え

ることができる｡ またエル＝ルアイヘブも, このローゼンタールの見解

を否定的に捉え, 文学作品や詩を歴史史料として使用することの有効性

を唱えている [ ]｡

(３) 例えば, 近年の概説書にも ｢恋人への愛を謳う際, その恋人のほと

んどが男性である点もオスマン詩に共通する特徴である｡ […] 少年の美

や彼らへの愛を謳った詩を 『神への愛のレトリック』 だという苦しい説

明は, 徐々に時代遅れのものになりつつある｣ [林 ] といった

記述がある｡

(４) こうした研究史上の変遷を受けた, 男性間の性愛関係を扱う歴史学

的研究は, エル＝ルアイヘブによるもの以外にも [

] や [ ] など, オスマン朝期以降の時代を扱う研究にお

いて, 近年増加している｡ この理由としてはしばしば指摘されるように

オスマン朝期以降は比較的多くの史料に恵まれていることがあるだろう

[ 林 ]｡ 一方, オスマン朝期よりも前の

時代を扱うものにおいて, こうした研究はまだ少なく, その少数のもの

についても歴史学的研究としては不満の残るものが多い｡ そうした研究

の代表的な例としては [ ] が挙げられよう｡ これ

はオスマン朝期以前も含めた多様な地域・時代を扱った, 文学研究・歴
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史学的研究・文化人類学的研究からなる論集であり, クルアーンの分析

を通じてイスラーム世界の ｢同性愛｣ への寛容さを主張するなど画期的

な見解も含む｡ しかし, 同性間での性愛関係を過度に理想化した記述が

見られるという指摘や, アラブ世界を専門とする歴史学者が参加してい

ないために二次文献や翻訳史料に拠っており, 不確かな事実認識が散見

するという指摘もある [ ]｡

(５) アッバース朝期イスラーム世界における男性間での性愛についての

記述としては, まず 『千夜一夜物語』 中の数編やアブー・ヌワース

( ) をはじめとした詩人たちによる少年愛詩といった,

文学作品中の記述が思い浮かぶ｡ しかしそれだけでなく, 年代記史料中

にもカリフ, アミーン ( ) のグラーミーヤ (グラーム

の格好をさせた女性) 愛好 [ ] や, 大法官ヤフヤー・ブ

ン・アクサム ( ) のグラーム愛好 [

] などの事例が伝えられている｡ ま

た, ズィヤール朝君主カイ・カーウース ( ) が息子

に当てた 『カーブースの書 』 のような君主鑑にも, 性の楽し

み方に対する教訓として ｢女と若者 (グラーム) のいずれの性に片寄っ

てもならぬ｡ […] 夏には若者, 冬には女をかわいがれ｣ [カーウース

] と書かれるように, 同性間での性愛関係に関する記述があること

が言われており [井谷 清水 ], さらにはイブン・スィーナー

( ) の 『医学典範 』 といった医学書

にも少年との性交は激しく動いて疲れるために有害であるとの記述があ

る [ ]｡ こうした様々な分野の書物に, 断片的ながら同

性間での性愛関係が登場していることから同性間性愛が当時の社会にお

けるセクシュアリティの中に当然の有り様として存在していたことが窺

える｡ しかし, こうした同性間性愛を含むセクシュアリティの全体像に

ついて表すような史料は, その性質上希少であり, 同時代のものとして

はジャーヒズの 『ジャーリヤとグラームの美点の書』 がほぼ唯一のもの

である｡

(６) アッバース朝期の社会史を扱った最近の研究で同性間性愛に関連す

るものとしては, [ ] や [ ] が挙げられよう
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が, 両者とも当該社会のセクシュアリティについて深く掘り下げたもの

ではない｡

(７) ｢真面目と冗談 ｣ と呼ばれる技法は, 一つのテーマ

に対して堅苦しい教訓的な言及と気晴らしになるような軽い言及とを適

宜配置し, 読者の関心を途絶えさせないための技法であり, アダブ作品

の特徴の一つとされる｡ この技法とジャーヒズに関しては [濱田

岡 ] などを参照｡ ジャーヒズの小論の一つにはこの技法自体につ

いて扱った 『真面目と冗談についての書簡 』

がある [ ]｡

(８) ジャーヒズが成立させたと言われるアダブ作品のジャンルの一つが,

論争文学である｡ 特にその中でも様々な二つの事物を比較考量しその優

劣を競う形で書かれた ｢ムナーザラ ｣ と呼ばれる形式はジャー

ヒズを先駆けとすると言われる [ 岡 ]｡ につ

いても, ジャーヒズ自身が以前に冬と夏の比較やヤギと羊の比較につい

て書いたことと, 今回もそれと同様の方法で ｢ルーティーたちと姦通者

たちとの間で起こったことについて話したい｣ と書いている [ ]

ことから, ムナーザラ作品に位置付けられる｡

(９) の序文の中でジャーヒズ自身も, 知識には真面目なものから

馬鹿げたものまで様々な種類があり, それら全てを学ぶことが重要であ

ると述べている [ ]｡ また, アブー・バクル ( )

やアリー ( ) など多くの著名な人物たちも性的な言葉を用い

たり性的な言動を行っていたという逸話を挿入したり, 本当に卑猥な言

葉が用いられるべきでないなら, そうした言葉はアラビア語彙として残っ

ていないはずだという理屈によって, 性的な話題に関する知識であって

も避けられるべきではないと主張する [ ]｡

(10) ジャーリヤとグラームについて論争する形の作品は, 以降も

いくつか模倣され, 同様の手法で書かれた｡ その中でも最も有名な物は

カーティブ ( )による『楽しみの集成 』

中の一節である [ ]｡ また, かなり後世になって挿入され

たものと考えられるが 『千夜一夜物語』 中にもジャーリヤとグラームと

の優劣に対する議論が行われる話が採用されており [前嶋 ], この形
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の作品が一定のジャンルとして確立されていたことを窺わせる｡ さらに

言うと, ｢男女優越論｣ という分野は日本でも 年前後に書かれた 『田

夫物語』 を先駆けとして発展しており, また西洋においても同様のジャ

ンルは多く見られる [リュープ ]｡

(11) 前述のようにジャーヒズ自身, この作品の目的として ｢ルーティー

たちと姦通者たちとの間で起こったことについて話したい｣ [ ]

と書いていることからも, これらの人物類型の重要性がわかる｡ また,

( ) は一般的には ｢姦通者｣ と訳されるが, この記述からもわ

かるように, においては ｢ジャーリヤ支持者｣ とほぼ同義で用い

られている｡ 同様に ｢ルーティー｣ という語は ｢グラーム支持者｣ とほ

ぼ同義で用いられる｡

(12) ｢ジャーリヤ｣ の意味については [波戸 ] が特に詳しい｡ これに

よると ｢ジャーリヤ｣ の語はアッバース朝から時代を経ると ｢自由人の

若い女性｣ の意味から ｢女奴隷｣ の意味で用いられることが多くなる｡

(13) では他に ｢女性｣ や ｢少女奴隷｣ ｢奴隷女｣ ｢フーリー｣ など

の語がジャーリヤと言い換え可能な形で現れる｡ ここで ｢女性｣ と訳し

た語とその登場箇所は [ ], [

], [ ],

[ ], [ ]｡ ｢少女奴隷｣ と訳した語とその登場箇所

は [ ], [ ]｡ ｢奴隷女｣ と

訳した語とその登場箇所は [ ], [ ]｡

｢フーリー｣ と訳した語とその登場箇所は [ ]｡

(14) これに当てはまる ｢女性｣ と訳した語とその登場箇所は [

], [ ]｡ や という表現は,

広く一般的に身体的性としての女性を指し示す語でもあり, これらの事

例を個別に見ても, ただ女性全般を指す際の表現であったり, 逸話の伝

承者として登場する場面での表現であったりと, そもそも議論の対象と

ならない人物を指している表現がこれにあたる｡ 例としては ｢ある女性

がもう一人の者に向かってこういうのを聞いた｣ [ ] と

いった記述が挙げられる｡

(15) で ｢女性器｣ を示す語は で表されることが多いが, [
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] では恥丘 と大陰唇 という語で女性器の美点を述べてい

る｡ 当該箇所は結婚した男性がなぜその女性を結婚相手に選んだのかと

尋ねられた返答において現れる｡ 訳は以下｡ ｢彼女の大陰唇 はまる

で月の暈のようであり, 彼女の恥丘 は二つに折ったロバの男性器

のようであった [からである]｣ [ ]｡

(16) では ｢少年｣ や ｢髭のない若者｣ ｢奴隷｣ ｢若男｣ ｢若者｣ など

がグラームと言い換え可能な形で現れる｡ ここで ｢少年｣ と訳した語と

その登場箇所は [ ]｡ ｢髭のない若者｣ と訳した語とその

登場箇所は [ ], [ ]｡ ｢奴隷｣ と

訳した語とその登場箇所は [ ]｡ ｢若男｣ と訳した語とそ

の登場箇所は [ ]｡ ｢若者｣ と訳した語とその登場箇

所は [ ]｡

(17) 男性器の形と肛門の形が, どちらも正面から見ると円形に見えると

いうことを示している｡ 後の ｢戦斧の形｣ も, 斧を正面から見た形が正

面から見た女性器 (陰唇) の形に見えるということだと考えて, この記

述は理解すべきであろう｡

(18) で去勢者がジャーリヤやグラームとは異なる人物類型として

語られていることは ｢あなた [グラーム支持者] は, 去勢者について述

べることを我々 [ジャーリヤ支持者] に強いた｡ 我々はジャーリヤとグ

ラームについて語ることに限っているため, 本書においてその意味はな

いにもかかわらず｣ [ ] という記述からも明らかである｡

(19) におけるハーディム・ハスィーという語については [

] が詳しい｡ アヤロンは の記述を根拠として, イスラーム初

期史料におけるハーディムという語のほとんどが ｢去勢者｣ の意味で用

いられていると論じる｡ しかし清水はこの論考を高く評価しつつも, ハー

ディムという語の全てが ｢去勢者｣ を指していたとは言えないと主張し

ている [清水 ]｡

(20) イスラーム世界において同性間での恋愛・性愛関係は, 基本的にハ

ラームである｡ この根拠としてはクルアーンの預言者ルート (旧約聖

書での預言者ロト) の伝承と ｢同性愛者｣ への罰についての記述が挙げ

られる (クルアーン , , , , ,
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, , , , ) [

]｡

(21) ヒシャーム・ブン・アブドゥルマリク (

) はウマイヤ朝第 代カリフ (在位 )｡ における

他の箇所では, 女性との性交の際に彼の男性器の大きさが強調された記

述がある [ ]｡

(22) イスハーク・ブン・イブラーヒーム・マウスィリー

( ) はアッバース朝宮廷に歌手・ナディームとして仕

えた人物｡ 『修道院の書 』 においては, ムタワッキル

(在位 ) のナディームであるアブー・アブドゥッ

ラー が, ムタワッキルの寵臣であるファトフ・ブン・ハー

カーン とグラームとの恋愛を仲介した罪で罰せられた

際に, アブー・アブドゥッラーを慰め, 彼の宮廷への復帰を取りなして

いる [ ]｡

(23) 堀内によると, ハマザーニーのマカーマートなどに ｢外見・見た目

は美人だが, 出自または中身は卑しい女性｣ を意味する表現として ｢糞

で緑の女 ｣ というものがある｡ これは, 緑草が一面に広

がっている一角は見た目には綺麗でも, その下 (土壌) は栄養豊富な糞

尿の溜場であるためだということから, 上辺は綺麗でも一皮むけば汚ら

しいという故事によるものであると言われる [堀内 ]｡ ここ

での ｢緑のサッラーマ ｣ という表現も, サッラーマが

卑しい者であることを示す呼び名であると捉えると, 内容とも一致する｡

(24) 例えば, 古代ギリシアではセクシュアリティの場において能動／受

動の役割が名誉の観念と結びつき重要な意味を持ったという点でアッバー

ス朝期のセクシュアリティとの共通性が見られるが, 少年との恋愛が法

や生活の前提に存在していたという根本的な相違点がある [ドーヴァー

]｡ また, 前近代日本でも男色文化においては同様に

能動／受動の役割が重要な意味を持ったが, 社会的身分ではなく年齢に

よって型どおりに役割が決まるために, 受動の側が不名誉とされること

はなかったとされる [リュープ ]｡

(九州大学大学院人文科学府修士課程)
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